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�「平成14年度は区民のみなさ

んが安心して生活し、力強く前

進できる年にしたい」

そんな思いで今回の予算編成

にあたりました。

�不況が深刻化し、区民生活や

企業活動も非常に厳しい状況で

す。区財政も厳しい局面に立た

されていますが、健全な財政基

盤を堅持し、みなさんの元気が

出てくるような施策を打ち出し

ています。

�１つ目は「子育て支援」です。

この１年、区では7000人に近い

赤ちゃんが生まれています。元

気な赤ちゃんが生まれ、健やか

に育つ環境を整えていかなけれ

ばなりません。

�２つ目は「福祉」です。熟年

者・障害者福祉、健康施策は重

要な課題です。いずれも新しい

時代にふさわしい新しい施策を

用意しました。新たな特別養護

老人ホームが開設し、心身障害

者複合施設の整備を進めていま

すが、みなさんに喜んでもらえ

るものにしたいと考えています。

�３つ目は「産業支援」です。

これまでの融資制度とは別に、

緊急の融資制度をつくりました。

長引く不況で厳しい状態にある

中小企業がこの資金で苦境から

脱出し、力強く前進することを

心から願っています。

�４つ目は「教育」です。新し

い学習指導要領と学校週５日制

が実施され、子どもたちを取り

巻く環境が大きく変わります。

未来を担う子どもたちの人間形

成に役立つよう努力をしていき

ます。

�14年度施策は、地域をあげ、

お互いの力を結集して苦しい時

代を乗り切ろうという思いを込

めたものになりました。区はみ

なさんの期待に応えて区政の真

価を十分に発揮する行政を展開

したいと思っています。

�4月からの1年間に区が行う事業とその経
費を定めた14年度の予算をまとめました。
今号では新年度予算の内容について紹介し
ます。

問合せ　財政課@（5662）6148

新年度予算の新規事業・重点事業
e２・３面

数字でみる平成14年度予算　 e４面

区民生活に新たな活力を生み出す
予算総額� 2,807億円
一般会計� 1,767億円

平成14年度　重点施策
平成14年度�
予算の編成にあたって�
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区内初の公設民営保育園の開園、認証保育所運営の支
援などにより多様な保育ニーズに応えます。
サポート保育の充実や学童クラブの新設など、子ども

たちが健やかに育つ環境を整えます。

デイサービス施設・重度知的障害者生活寮などを備え
た心身障害者複合施設を整備します。特別養護老人ホー
ムの開設、民間緊急通報システムの導入により、熟年者
の安心生活を守ります。また区民健診などを拡充し、健
康づくりを推進します。

区内企業を支援するため、緊急のあっせん融資を実施
します。特産農産物の積極的なＰＲや、インターネット
による区内産業支援の情報提供も行います。

バリアフリーの促進や都市基盤の整備などにより、快
適なまちづくりを目指します。また、資源循環型社会の
実現に向け取り組んでいきます。

学校選択制導入の準備をすすめる一方、児童遊園と一
体的に整備するコミュニティ会館を建設し、地域活動を
支援します。

長期計画の策定や行財政運営の見直しを行います。ま
た、情報化を推進し、住民サービスの向上と行政の効率
化を図ります。

安心して子育てできる環境づくり

福祉・健康施策の充実

区内産業の活性化を推進

快適で安全な生活環境を整備

教育の充実と地域活動の支援

時代にふさわしい行政経営を推進

江戸川区長�多田　正見�

■発行・編集 江戸川区広報課
TEL（5662）0403  FAX（3652）1109
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こた
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■新しい保育を目指す公設民営保育園 ■多様なニーズに応える認証保育所

■活気あふれる「食文化の祭典」 ■優れた技術力をもつ区内企業

■積極予算で区民生活に元気を生み出し、区民が明るい
希望を持って安心して暮らせる環境を整える

■だれもが生きがいを実感できる魅力ある「生涯生活都
市」を推進する

■着実に行財政改革を進める

予算編成の方針

安心して子育てできる環境をつく
り、豊かで健やかな心を育てる

だれもが希望を持って、健康に
暮らせる地域社会をつくる

融資制度などの支援を充実して、
区内産業の活性化を推進する

本人負担利子0.5％、融資限度額500万円のあっせん融資を実施します（貸

付総額50億円）。前年に比べ売上が５％以上減少している企業などを対象

に、0.5％を超える利子や信用保証料を区が負担します。また、特別措置

として信用保証協会の保証が得られなかった場合でも、融資によって業

績の好転が認められると区が判断した企業を対象に、区の損失補償を条

件に再度融資をあっせんします。

�区内産業の振興を図ります�
●Ｅｉ

エイ

－ｎｅｔ
ネット
による情報受発信サービス������������ 712万円

�バーチャル産業フェアの開催・産業アイデアボックス・産業情報メー

ルマガジン・商店街空き店舗マッチングシステムなど、区内産業を支援

する情報受発信の充実を図ります。

●商店街環境整備事業補助��������������� 3,324万円

�装飾街路灯の建替（130基・３商店会）、案内板新設（２基・１商店会）

の整備費を補助します。

●特産農産物ブランド確立事業（新）����������� 115万円

�江戸川区の優れた農業や農産物を広く全国にＰＲするため、区民の皆

さんからロゴマークやキャッチフレーズを募集して、区のイベントや直

売事業、市場出荷などに活用します。

�熟年者･障害者の生活を支援します�
●心身障害者複合施設の建設（新）��������� 3億1,780万円

�障害のある方が安心して地域で暮らせるよう、旧常盤寮を改造して新

たに心身障害者複合施設（中[西２～11～８・15年４月開設）を整備し

ます。デイサービス施設・ショートステイ施設・重度知的障害者生活寮

・自立生活支援センターなど親なき後対策も踏まえ、切望されていた多

くの施策を実現します。

●特別養護老人ホームの開設（新）

�特別養護老人ホーム「泰山」と「みどりの郷 福楽園」が開設します。

また、14年夏に鹿骨地区で初めての特別養護老人ホーム「きく」が開設

し、区内12施設・定員978人となり、介護サービスがさらに充実されます。

●民間緊急通報システムの導入（新）���������� 1,242万円

�65歳以上の方がいる世帯を対象に、24時間体制で警備員がかけつけ、

安全・安心を守る新型の緊急通報システム（通報機器・生活リズムセン

サーなど）です。区を通した申込により安価な料金で利用できます。

●障害者就労援助センターの開設（新）��������� 1,033万円

�障害のある方の一般就労を促進するため、一般就労を希望する障害の

ある方に職業相談や就労中の職場定着支援、生活支援など就労面と生活

面の援助を一体的に提供します（区立福祉作業所内に設置）。

快適で安全な生活環境をつくり、
魅力あるまちづくりを進める

■家庭で生ごみのリサイクル ■ 1000本に達する「小松川千本桜」

子どもの健全育成と地域のコミ
ュニティ活動を支援する

■次代を担う子どもたちの健やかな成長 ■一之江地区の区民施設（駅前ビル）

情報化などを推進して、時代に
ふさわしい行政経営を進める

■心身障害者複合施設になる旧常盤寮 ■健康づくりに親しむ「健康の道」

�子育ての環境を整備します�
●公設民営保育園の開設（新）����������� 2億7,649万円

�保育園の待機児を解消し多様な保育ニーズに応
こた
えるため、区内初の公

設民営保育園である「[西おひさま保育園」と「新堀おひさま保育園」が

開園します。区内私立幼稚園・保育園が一体となって新設した社会福祉

法人が運営を行い、その経験と実績を活
い
かした新しい保育を目指します。

●認証保育所の運営を支援（新）����������� 3億255万円

�便利な駅前への設置や13時間以上の開所など、様々な保育需要に応え

る認証保育所が、14年度中に４園開設される予定です。昨年開設された

４園と合わせ、区は運営費などを助成するとともに、事業者に対して適

切な指導を行い、認証保育所の運営を支援します。

●サポート保育の拡大・ショートサポート保育の実施��� 5,118万円

�区立幼稚園で教育時間外に在園児の保育を行うサポート保育を、２園

から４園（松江・鹿本・船堀・篠崎）に拡大します。また、サポート保育実

施園で、在園児に１日単位のショートサポート保育を新たに実施します。

●学童クラブの新設・運営の拡大���������� 2億1,810万円

�東[西八丁目学童クラブを新たに開設します（64クラブ・3,080人e 65

クラブ・3,140人）。また、新設するクラブから、指導員を民間の人材に

求め、新たな発想を活かした運営を行います。

�保護者の負担を軽減します�
●乳幼児医療費助成���������������� 25億5,385万円

�安心して子育てができるよう、０歳～６歳（小学校就学前）の乳幼児

を対象に、医療費の自己負担分をこれまでどおり全額助成します。

●私立幼稚園等保護者負担軽減補助��������� 40億4,693万円

�私立幼稚園および類似施設にお子さんを預けている保護者の負担を軽

減するため、保育料などをこれまでどおり補助します。

�中小企業への融資制度を充実します�
●景気対策特別資金融資（新）����������� 2億1,069万円

�長引く景気低迷の中、懸命に努力している区内企業を支援するため、

●福祉サービスの苦情解決・成年後見利用相談事業（新）� 1,336万円

�福祉サービスの適切な利用を図るため、７月から社会福祉協議会で、

福祉サービスの苦情相談・解決および、成年後見制度の利用相談事業を

行います。

●精神保健対策の充実��������������� １億9,346万円

�精神障害者が地域に支えられ自立できる環境を整えるため、精神障害

者の社会復帰を支援する精神障害者グループホームなどの運営費を助成

します。

�区民の健康づくりを推進します�
●区民健診・節目健診・がん検診などの拡充����� 9億9,395万円

�健康診査の充実を図るため、区民健診会場数の増（47か所e48か所）、

節目健診・がん検診の拡充（Ｃ型肝炎検査・前立腺がん検診の実施）、

成人歯科健診の対象年齢の拡大（50歳を追加）を行います。

●健康の道づくり������������������� 1,260万円

�親水公園や親水緑道、河川の土手などを利用して、ウオーキングや散

歩など、だれもが楽しみながら健康づくりに親しむことができる健康の

道づくりを進めます。

�循環型社会の実現を目指します�
●リサイクル実践モニター���������������� 156万円

�循環型社会を目指して、生ごみの減量・リサイクル方法などリサイク

ル実践モニターの成果をお知らせします。また、ごみの減量・リサイク

ルでの地域活動の核となるリサイクルリーダーを育成します。

�まちづくり事業を推進します�
●バリアフリーの促進���������������� 3億990万円

�子どもから熟年者・障害者など、だれもが安全で快適に施設を利用で

きるよう、スポーツセンター・ＪＲ小岩駅・京成江戸川駅にエレベータ

ーなどの設置、バス停の改良（72か所）、音声誘導システムの設置（５

か所・10基）を行います。また、バリアフリーへの取り組みを区民の皆

さんと意見交換して全体方針を策定します。

●都市基盤の整備����������������� 92億7,378万円

�土地区画整理事業（９地区・275ヘクタール）や地区計画の推進、地

震などの災害に強いまちをつくる密集住宅市街地整備促進事業（８地

区）、都市計画道路の整備（９路線・11,599ｍの街路工事・用地買収な

ど）、橋梁の整備（中平井橋架け替えの基本設計・新中川橋梁の新設工

事）、公園の整備（小松川千本桜など）を着実に進めていきます。

●地下駐輪場の整備���������������� 6億7,324万円

�駅前などの放置自転車を防止するため、地下駐輪場を整備します。一

之江駅西口広場（2,500台収容）は16年度、瑞江駅南口広場（4,000台収

容）は17年度の完成を目指して整備を進めています。さらに、[西駅東

西広場は整備に向けての調査を実施します。

●公営住宅の運営（新）����������������� 937万円

�東京都から江戸川区に移管される都営住宅（３団地・65戸）を、６月

から区営住宅として管理します。

●学校選択制の導入

�「江戸川区学校選択制度に関する懇話会」の提言を受け、15年４月に

入学する中学校新１年生から、学校選択制実施に向けて準備を進めます。

また、小学校については導入を前提に検討を進めていきます。

●コミュニティ会館の建設（新）���������� 9億5,024万円

�一之江地区と北小岩地区に、地域活動の拠点となるコミュニティ会館

を建設します。一之江地区（12月開設予定・延床面積1,151fl）は駅前の

民間ビルの一部を借り受け、北小岩地区（15年４月開設予定・延床面積

約2,000fl）は隣接する児童遊園と一体的に整備します。

●情報化の推進������������������ 5億4,288万円

�住民サービス向上と行政の効率化のため、住民基本台帳ネットワーク

システムの整備、戸籍事務のコンピュータ化、電子入札の導入、区民ニ

ュースのインターネット配信などを実施します。

●長期計画の策定������������������� 2,317万円

�新しい時代にふさわしい区民共通の目標を描く長期計画（基本構想・

基本計画）は、３月に審議会の答申を受け14年度に策定します。区民の

皆さんと一緒に夢と希望に向かって力強い第一歩を踏み出していきます。
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子育て支援などに

その他区の借入金の返済に産業の振興などに健康施策などに

防災・公害対策・清掃事業な
どに

道路・公園の整備・まちづく
りなどに

学校教育や生涯学習などに

（ 4 ）
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古紙配合率100％再生紙を
を使用しています�

特別区交付金�

692億円�（39.2％）�
その他�254億円�

（14.5％）�

特別区税�
382億円�（21.6％）�

国・都支出金�
294億円�（16.6％）�

諸収入�63億円�（3.5％）�

繰入金�
82億円�（4.6％）�

都が区民からお預かり�
し、区と都で分配して�
いるお金（法人住民税、�
固定資産税、特別土地�
保有税）�

区が直接区民からお預か�
りしているお金（特別区�
民税、軽自動車税、特別�
区たばこ税）�

前年度から持ち越したお�
金や施設利用料、事務手�
数料、道路や学校整備な�
どのために借りたお金�

国民年金保険料、�
貸付金返還金など�

基金の取り崩�
しや特別会計�
からのお金�

区の仕事に対して国や都�
から交付されるお金（負�
担金、補助金、委託金）�

1,767億円�
歳  入�

1,767億円�

福祉費�

646億円�（36.6％）�

区民生活費�

246億円�
207億円�

200億円�

115億円�

106億円�

93億円�

22億円�

22億円�

8億円�

102億円�

（13.9％）�（11.7％）�

（11.3％）�

（6.5％）�

（6.0％）�

（5.2％）�

（1.3％）�

（1.2％）�

（0.5％）�

（5.8％）�

教育費�

土木費�

環境費�

総務費�

健康費�

都市開発費�

産業振興費�

議会費�

その他�

乳幼児などへの子�
育て施策、保育園�
や児童館などの運�
営、熟年者や障害�
者への福祉施策、�
生活保護、介護保�
険などの経費�

地域活動の振興、�
区民施設の運営、�
国民健康保険、国�
民年金、戸籍事務�
などの経費�

小・中学校、幼稚園、�
図書館、スポーツ�
施設などの経費�

区道や公園の整備、�
区画整理などの経費�

防災や公害対策、�
清掃事業などの経費�

情報化の推進、広報�
や広聴活動、庁舎管�
理などの経費�

健康施策、公害健康�
被害補償などの経費�

市街地開発、住宅対�
策などの経費�

中小企業・商店街・農�
業水産振興などの経費�

議会活動などの経費�

借入金の返済など�
�

歳  出�

数 字 で み る

平成14年度予算
区は、区民のみなさんからお預かりした税金や国・都か
らの交付金などを財源として、福祉や教育など、様々な施
策を行っています。これからも貴重な財源を区民サービス
向上のため有効に活用し、安心の区政を進めていきます。

会計別予算の規模

地域活動の振興・区民施設
の運営などに

熟年者・障害者福祉などに予算10,000円の
ゆくえ

平成14年度一般会計予算額を1万円に
換算し表したものです。

一 般 会 計 の 内 訳

※金額は、原則として表示単位未満を四
捨五入しています。構成比は千円単位で
の比率です。

厳しい財政状況
ですが、新規拡
充施策を積極的
に進めます

議
会
活
動

区
政
運
営

1,683円 1,972円

652円1,257円1,171円1,394円

524円 122円 561円 664円

区　　　　分 14年度 13年度 増減率

一　　般　　会　　計 1,766億8,640万5千円 1,907億6,559万1千円 △7.4％

国民健康保険事業特別会計 514億3,356万4千円 501億4,693万8千円 2.6％

老人保健医療特別会計 374億8,758万8千円 374億1,666万6千円 0.2％

用　地　特　別　会　計 2億7,874万円 20億7,429万円 △86.6％

介護保険事業特別会計 148億1,410万1千円 140億4,356万3千円 5.5％

合　　　　計 2,807億39万8千円 2,944億4,704万8千円 △4.7％


